
第２４４号 慧 光 ２０２１（令和 ３）年１１月

1

金光寺寺報
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５９２７番地
☎ ０９８２
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中西智海先生は、人間が生きる「願い」に
ち かい

ついて二つの方向があることを示されていま

す。一つは生存・生活を向上させたいという

願いです。人はだれでもが、衣食住のすべて

が整い、健康であり、地位や名誉が与えられ

ることが、幸せの絶対的な条件であると信じ

ながら生きています。しかし本当にそのこと

が「生きることの目的」と言えるのでしょう

か。

もう一つは人間の実存に関わる願いです。

つまり「私とは何か」「なぜ生きているのか」

という問いであり、そのことを解決して生と

死に惑うことのない「安らかで本当に豊かな
まど

人生を歩みたい」という、人間としての根源

的な願いのことなのです。

目の前の欲望を満たすことだけに、毎日を

あくせくと働き続ける人間の姿を覩見し、そ
と けん

れは自らの罪業であると抱き悲しみ、私の苦
ざ いごう

悩の人生に無量の光といのちを恵み与えて、

安らかで真実なる世界（浄土）へ迎え入れよ

うと誓われたのが、如来の本願でした。無智
む ち

なるがゆえに自らの人生を暗闇へと暗転させ、

他人を傷つけ、己さえも傷つきながら無明の
おのれ む みょう

闇を迷い続ける私。そのことを私に知らしめ、

救いの灯炬を掲げるために成就されたのが、
とう こ かか じょうじゅ

本願の名号（念仏）だったのです。
みょうごう

そこが迷いの世界であることさえ知らず、

邪見と憍慢の苦海に浮き沈みする私に向かっ
じ ゃけん きょうまん く かい

て「自らのあり方に目覚め、如来の本願を信

じ、浄土を目的としてその人生を歩め。我が

名を称えよ」と、阿弥陀如来はー南無阿弥陀
とな

仏ーという名号となって、私にまことの生き

方を示してくださいます。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 橋本倫聖ちゃん(お母さんの膝上）、七・五・三お参り（10月17日）
り せ

秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
の
移
ろ
い

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

庫
裏
（
く
り
）
台
所
の
出
窓
か
ら

外
を
眺
め
る
と
旧
鞍
岡
中
学
校
校

庭
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の
色
づ

き
方
で
、
落
ち
葉
掃
除
で
境
内
地

に
出
て
同
じ
く
校
庭
に
あ
る
き
ん

も
く
せ
い
の
香
り
で
、
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
台
所
出
窓
か
ら
外
を
見
る
時
、

視
線
を
右
の
方
に
移
す
と
体
育
館

の
屋
根
が
見
え
ま
す
。
冬
に
向
け

て
風
景
の
変
化
は
、
朝
、
そ
の
体

育
館
の
屋
根
が
霜
で
真
っ
白
に
な

る
こ
と
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
は
ま
だ
体
育
館
屋
根
の
降
霜

を
見
ま
せ
ん
。
冬
は
ま
だ
ま
だ
な

の
で
し
ょ
う
。
▼
し
か
し
、
油
断

禁
物
。
今
月
十
二
日
の
最
低
気
温

天
気
予
報
で
は
一
度
。
寒
さ
に
震

え
な
が
ら
午
前
六
時
十
分
か
ら
の

朝
の
お
つ
と
め
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

▼
朝
の
お
つ
と
め
本
堂
で
は
約
三

十
分
、
門
徒
会
館
で
は
約
五
分
、

庫
裏
お
内
仏
で
は
約
十
分
。
寒
さ

に
耐
え
る
約
四
か
月
の
辛
い
朝
の

お
つ
と
め
が
や
が
て
や
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
朝
の
お
つ
と
め
も
で
す

が
、
梵
鐘
撞
き
も
寒
さ
と
の
闘
い
。

坊
守
の
前
で
愚
痴
る
と
自
動
鐘
撞

き
機
の
話
に
す
ぐ
な
り
ま
す
の
で
、

一
人
黙
々
と
鐘
撞
き
に
も
耐
え
て

い
き
ま
す
。
誰
か
撞
き
た
い
人
い

な
い
か
な
！
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １２ 月
２２日 午前
２３日 終日

◎ ２０２２年 １ 月
１８日～１９日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

11月６日現在アクセス数 122,960人

一

日

宮
崎
別
院
永
代
経
・

全
戦
没
者
追
悼
法
要

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
命
日

四

日

秋
参
り(

家
庭
報
恩
講)

三
十
二
軒

田
中
鈴
子
様

二
・
七
日
忌

五

日

秋
参
り(

家
庭
報
恩
講)
二
十
六
軒

六

日

那
須
キ
ミ
エ
家
納
骨
堂
改
葬

九

日

秋
参
り
（
家
庭
報
恩
講
）
一
軒

十

日

藤
岡
久
雄
様

二
・
七
日
忌

清
原
信
雄
様

三
十
三
回
忌

清
原
ト
ミ
子
様

七
回
忌

田
中
鈴
子
様

三
・
七
日
忌

秋
参
り
（
家
庭
報
恩
講
）
四
軒

十
一
日

土
持

勇
様

二
十
五
回
忌

第
三
回
組
長
会
（
宮
崎
教
務
所
）

十
二
日

秋
参
り(

家
庭
報
恩
講)

二
十
一
軒

十
三
日

藤
田

実
様

臨
終
勤
行

飯
干
高
昭
様

七
回
忌

二
見
順
雄
家
入
仏
式
（
日
向
市
）

藤
田

実
様

通
夜

十
四
日

藤
田

実
様

葬
儀

藤
田

実
様

納
骨

藤
田

実
様

初
・
七
日
忌

十
五
日

藤
田

実
様

礼
参
り

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

月
命
日

八
鞍

延
様

二
十
五
回
忌

十
七
日

橋
本
光
義
様

三
十
三
回
忌

橋
本
倫
聖
様

七
五
三
参
り

木
村
ミ
ヨ
子
様

三
回
忌

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
命
日

藤
岡
久
雄
様

三
・
七
日
忌

田
中
鈴
子
様

四
・
七
日
忌

十
九
日

古
小
路
幸
男
様

満
中
陰

市
村
モ
モ
エ
様

十
七
回
忌

二
十
一
日

渡
邊
典
隆
家
納
骨
堂
墓
じ
ま
い

二
十
二
日

波
帰
地
区

報
恩
講

寺
報
配
布
（
本
屋
敷
地
区
）

二
十
四
日

成
松
フ
ク
様

一
周
忌

高
司

美
香
様

五
十
回
忌

甲
斐
フ
ミ
子
様

十
七
回
忌

二
十
五
日

藤
岡
久
雄
様

四
・
七
日
忌

田
中
鈴
子
様

五
・
七
日
忌

藤
田

実
様

二
・
七
日
忌

第
四
回
住
職
会
（
高
千
穂
町
）

二
十
七
日

甲
斐
武
夫
様

十
七
回
忌

二
十
八
日

岡
田
武
夫
様

十
七
回
忌

真
宗
学
寮
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

二
十
九
日

秋
参
り(

家
庭
報
恩
講)

十
三
軒

三
十
一
日

曽
我
部
亀
三
郎
様

二
十
五
回
忌

長
澤
初
子
様

三
回
忌

藤
岡
久
雄
様

五
・
七
日
忌

藤
田

実
様

三
・
七
日
忌

金
光
寺
の
ひ
と
月

１０ 月 の 天 候

最低気温・ 2．7℃（24日）
最高気温・29．9℃（12日）
夏日日数・１５日
真夏日日数・ 0日
月間総雨量・20.5mm(降雨日数・9日)
一日最大雨量・１８．５mm（25日）


